
1

平行六面体ABCD–EFGHにおいて，△BDEの重心を P，辺ADの中点をM とす

る．このとき，点 Pは線分MFをどのように内分するか求めよ．ここで，平行六面

体とは 6つの平行四辺形からなる立体であり，ABCD–EFGHは向かい合う面の対応

を表している．
(15 奈良県医大 13)
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Pは△BDEの重心であるから
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である．Mは辺 ADの中点であるから
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よって， 点 M，P，F は一直線上に並んでいて，点 P は線分 MF を 1 : 2 に内分してい
る． ……（答）


